
ＥＦＡ アジアのリーダー目指すハイテムＥＦＡ アジアのリーダー目指すハイテム
㈱
ハ
イ
テ
ム
（
安
田
勝
彦
社
長
―
本
社
・
岐
阜
県
各
務
原
市
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
２
―
)

は


今
年
で
創
業

年
を
迎
え
た
。
製
造
委
託
か
ら
自
社
工
場
で
の
製
造
体
制
に
移
行
し
て

年

目
と
な
る
中
国
・
天
津
の
自
社
工
場
と
、
Ｅ
Ｆ
Ａ
（














）
で
ア

ジ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
ハ
イ
テ
ム
ト
ー
タ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
取
材
し
た
。

研
究
開
発
製
造
図
面
品
質
管
理
は
日
本
本
社
製
造
は
自
社
天
津
工
場
で

ハ
イ
テ
ム
自
社
工
場

ハ
イ
テ
ム
本
社
工
場

ケージフロア自動製造ライン

間仕切りなどのケージパーツを製造す
る溶接ロボット 社（独）設備

組み立ては週間単位で
進み、翌週出荷される

鋼板コイルをセットすれば製品が無人
で生産される日本製最新鋼板フォーミ
ング設備 ハイテムと協力工場の共同
投資 フレーム関係部品製造に活躍

ベンダー加工設備ほかに
鋼材を供給するロボット

今年４月の会議での集合写真

多能工を目指す業務スキル競技大会
春節には盛大なパーティー
本社からは数名が交代で参加

日本のラジオ体操と朝礼
で１日の日程が始まる

ハ
イ
テ
ム
は
、
世
界
人
口

の
約
６
割
を
占
め
る
ア
ジ
ア

市
場
を
見
据
え
、
中
部
国
際

空
港
か
ら
約
３
時
間
の
距
離

に
あ
る
中
国
・
天
津
に
自
社

工
場
を
構
築
し
て
い
る
。
天

津
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
中
国

主
力
生
産
拠
点
と
し
て
も
知

ら
れ
る
。

Ｅ
Ｆ
Ａ
（
エ
ッ
グ
・
フ
ァ

ー
ム･

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン)

の
寿
命
を
決
め
る
ケ
ー
ジ

は
、
ア
ル
ミ

％
含
有
亜
鉛

ド
ブ
漬
け
線
材
「
ハ
イ
テ
ム

ケ
ー
ジ
専
用
ス
ー
パ
ー
ド
ブ

線
材
」
を
使
用
し
、
自
社
工

場
で
製
造
し
て
い
る
。

究
極
破
卵
ゼ
ロ
の
集
卵

機
、
ク
リ
ー
ン
で
ス
リ
ッ
プ

・
ト
ラ
ブ
ル
フ
リ
ー
の
除
糞

機
、
ネ
ズ
ミ
や
害
獣
の
完
全

シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
を
図
る
ベ

ル
コ
ン
シ
ャ
ッ
タ
ー
・
バ
ー

コ
ン
シ
ャ
ッ
タ
ー
、
省
エ
ネ

糞
乾
に
加
え
ケ
ー
ジ
内
に
新

鮮
空
気
の
微
風(

ブ
リ
ー
ズ)

を
作
り
出
す
エ
コ
ブ
リ
ー
ズ

駆
動
部
な
ど
の
機
械
類
は
、

ハ
イ
テ
ム
本
社
の
製
造
図
面

と
指
定
材
料
に
基
づ
い
て
、

主
力
協
力
工
場
４
社
が
部
品

を
製
造
し
、
ハ
イ
テ
ム
自
社

工
場
で
組
み
立
て
が
進
む
。

品
質
管
理
の
徹
底
と
人
件

費
上
昇
対
策
の
一
環
と
し
て

自
社
工
場
・
協
力
工
場
と
も

ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
な
ど
自
動

化
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

る
。
品
質
管
理
の
要
に
な
る

Ａ
Ｍ
Ｚ
鋼
板(

ア
ル
ミ･

マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
・
亜
鉛
合
金
メ
ッ

キ
鋼
板
）
は
、
日
本
の
鋼
材

専
門
商
社
メ
タ
ル
ワ
ン
天
津

コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

安
定
調
達
を
図
っ
て
い
る
。

ケ
ー
ジ
の
溶
接
強
度
や
受

け
入
れ
部
品
の
検
査
は
、
ハ

イ
テ
ム
本
社
が
定
め
る
品
質

管
理
基
準
に
基
づ
き
、
自
社

工
場
で
厳
格
に
実
施
す
る
姿

勢
を
貫
い
て
い
る
。

厳
し
く
楽
し
く

ハ
イ
テ
ム
の
行
動
規
範
は

「
厳
し
く
楽
し
く
」｢

情
熱


執
念
、
紙
一
重
」
「
す
ぐ
や

る
、
必
ず
や
る
、
で
き
る
ま

で
や
る
」
。
会
社
は
生
活
の

基
盤
と
し
て
捉
え
、
ハ
ー
ド

ワ
ー
キ
ン
グ
は
ハ
イ
テ
ム
の

た
め
、
そ
し
て
自
分
自
身
の

た
め


。
工
場
長
を
は
じ

め
、
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り

が
〝
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ

ｂ
ｙ

Ｈ
Ｙ

Ｔ
Ｅ
Ｍ
〟
に
誇
り
を
持
ち
、

仕
事
に
対
す
る
姿
勢
か
ら
こ

の
精
神
が
強
く
伝
わ
っ
て
く

る
。２

０
０
８
年
の
自
社
工
場

立
ち
上
げ
時
に
は
、
ト
ヨ
タ

生
産
方
式
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
よ
る
指
導
を
受
け
た
経

緯
が
あ
り
、
現
在
も
、
工
程

の
見
直
し
、
不
良
発
生
時
の

原
因
徹
底
分
析
と
再
発
防
止

対
策
、
２
Ｓ
（
整
理･

整
頓)

な
ど
、
カ
イ
ゼ
ン
（
改
善
）

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
さ
ら
に
変
動
す
る

Ｅ
Ｆ
Ａ
需
要
に
柔
軟
に
対
応

す
る
た
め
、
工
場
ス
タ
ッ
フ

の
多
能
工
化
と
教
育
に
も
力

を
入
れ
、
業
務
ス
キ
ル
競
技

大
会
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

展
開
し
て
い
る
。

人
材
確
保
の
幅
を
広
げ
る

た
め
、
ハ
イ
テ
ム
の
本
社
・

工
場
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
英
語
を
公
用
語
と

し
、
本
社
を
含
め
工
場
で
の

英
語
基
礎
教
育
を
行
な
っ
て

い
る
。

ハ
イ
テ
ム
本
社
で
は
、
自

社
工
場
で
製
造
さ
れ
る
す
べ

て
の
部
品
に
関
す
る
製
造
図

面
や
製
造
指
示
書
の
作
成
、

研
究
開
発
を
進
め

て
い
る
。
こ
の
た

め
、
本
社
に
製
造

設
備
は
な
い
も
の

の
、
正
式
名
称
は
「
本
社
工

場
」
と
な
っ
て
い
る
。

１
９
８
７
年
に
発
売
開
始

し
た
エ
ッ
グ
フ
ァ
ー
ム
情
報

シ
ス
テ
ム
「
フ
ァ
ー
ム
マ
ネ

ジ
ャ
ー
」
は

年
以
上
の
実

績
を
持
つ
。
近
年
は
卵
重
、

体
重
の
自
動
計
測
装
置
開
発

に
成
功
し
、
イ
ン
ラ
イ
ン
農

場
の
Ｇ
Ｐ
を
含
む
総
合
情
報

シ
ス
テ
ム
、
遠
隔
閲
覧
シ
ス

テ
ム
、
ク
ラ
ウ
ド
な
ど
の
充

実
に
よ
り
、
情
報
シ
ス
テ
ム

分
野
の
強
化
に
も
力
を
注
い

で
い
る
。

業
務
運
営
で
は
、
ウ
ェ
ブ

ツ
ー
ル
な
ど
を
活
用
し
た
個

別
打
ち
合
わ
せ
を
中
心
と

し
、
会
社
全
体
の
会
議
は
年

４
回
に
集
約
。
フ
ラ
ッ
ト
で

ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
少
数
精

鋭
に
よ
る
効
率
経
営
を
重
視

し
て
い
る
。
ま
た
、
春
の
会

議
に
は
花
見
が
計
画
さ
れ
、

自
社
工
場
か
ら
も
工
場
長
以

下
数
名
が
交
代
で
参
加
し
、

交
流
を
深
め
て
い
る
。

ア
ジ
ア
の
Ｅ
Ｆ
Ａ
リ
ー

ダ
ー
目
指
す
営
業
体
制

ハ
イ
テ
ム
は
、
日
本
と
中

国
（
工
場
所
在
地
）
で
は
生

産
者
へ
の
直
売
体
制
（
提
携

会
社
と
の
連
携
を
含
む
）
を

展
開
し
、
韓
国
、
台
湾
、
タ

イ
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国
で
は


各
国
総
代
理
店
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
方
式(

現
在
９
か
国)

で

営
業
展
開
を
進
め
て
い
る
。

営
業
方
針
は
、

年
以
上

に
わ
た
る
Ｅ
Ｆ
Ａ
の
技
術
蓄

積
と
実
績
を
背
景
に
、
『
養

鶏
第
２
の
利
益
』
（
設
備
導

入
後

年
以
上
に
わ
た
る
破

卵
率
、
電
気
代
、
飼
料
代
な

ど
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
差

が
１
羽
当
た
り
の
初
期
投
資

額
を
上
回
る
可
能
性
）
を
基

礎
と
し
た
技
術
重
視
の
提
案

営
業
と
、
Ｅ
Ｆ
Ａ
の
高
い
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
力
が
生
み
出
す

『
養
鶏
第
３
の
利
益
』
（
円

滑
な
設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

よ
る
収
益
確
保
）
を
支
え
る

サ
ポ
ー
ト
型
技
術
営
業
を
両

輪
に
展
開
し
て
い
る
。

日
本
市
場
で
は
高
い
シ
ェ

ア
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、

市
場
規
模
が
日
本
の
約

倍

に
及
ぶ
ア
ジ
ア
市
場
で
は
、

先
進
生
産
者
を
中
心
に
シ
ェ

ア
１
割
の
獲
得
を
目
指
し
て

い
る
。
ア
ジ
ア
市
場
で
の
１

割
の
シ
ェ
ア
は
日
本
市
場
の

約
２
倍
に
相
当
し
、
将
来
的

に
は
売
り
上
げ
の
半
分
以
上

を
ア
ジ
ア
市
場
が
占
め
る
見

通
し
を
視
野
に
入

れ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
日
本
国

内
の
少
子
化
の
影

響
を
受
け
な
い
、
安
定
し
た

Ｅ
Ｆ
Ａ
事
業
の
展
開
を
図
る

戦
略
を
描
い
て
い
る
。

永
続
企
業
を
目
指
す

安
田
社
長
が
１
９
７
２
年

に
創
業
し
た
ハ
イ
テ
ム
は
、

社
会
必
須
食
品
の
タ
マ
ゴ
生

産
を
支
え
る
Ｅ
Ｆ
Ａ
を
軸

に
、
新
卒
採
用
を
中
心
と
し

た
次
世
代
形
成
に
力
を
入

れ
、
「
燃
え
る
技
術
集
団
」

の
社
風
を
大
切
に
し
た
永
続

企
業
を
目
指
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
創
業
家
か
ら
の
定

員
を
男
女
各
一
名
に
限
定

し
、
社
員
一
人
ひ
と
り
の
活

躍
を
重
視
し
て
い
る
。

ＡＩ搭載新開発製品 ハイテム卵重チェッカー

自社工場がある
天津ハイテクパーク

鋼板供給を担うコイルセンター

海外納入例 中国・上海地区

国内納入例

ハイテム本社の設計チーム

本社内の稼働展示センター
主要設備の稼働状況を詳細に確認

高
性
能
高
品
質
設
備
で
タ
マ
ゴ
生
産
を
支
え
る

Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ
ｂ
ｙ
Ｈ
Ｙ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
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